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変異研究部門
庄武孝義 ･川本 芳･平井啓久
研究概要
A)ニホンザルの集団退伝学的研究
庄武孝義 ･川本 芳
ニホンザルの血液蛋白変異やミトコンドリア
DNAの変異を検索し,群内.群間の退伝的変異
性を走塁する｡得られたデータをもとに統計的検
討を加えニホンザルの繁殖構造･種分化の解明を
めざす｡ '92年度は寺島,淡路島,勝山 椿の群
の捕獲調査に山かけDNAサンプルを中心に資料
の追加収集を行い,分析を続行中である｡
B)〃dcαcd属サルの系統的相互関係
庄武孝義･川本 芳
ニホンザルを含む 〟αCαCα属サル各種から材
料を採来し,前項1)と同一の方法によって種内･
種問の退伝的変異性を走塁化し,それら種間の退
伝的分化･系統的関係を検討している｡ '92年度
は川本が特別事業費によりタイ,マレーシア.イ
ンドネシアにて調査を行い,各種の新たなサンプ
ルを収-3LiLつつある｡
C)ヒヒXfiの種分化に関する集B]退伝学的研究
庄武孝義
-92咋皮は文部省科学研究費により.北部エチ
オピア高原セミエン国立公園東南部のラスダシャ
ン.プファヒー ト,シルキー山塊 (いづれも海抜
4400m 以上)に高地適応しているゲラダヒヒの
大塊B]を発見した.これは霊長類で最高所に適応
していることになり.次年度に生理退伝学的解析
を計画している｡
D)家畜化現象と家畜系統史の研究
庄武孝義 ･川本 芳
在来家畜とそれらの野生原種の野外調査によっ
て,家畜化現象そのものの集B]迫伝学的解明と,
各種家畜の集EfI問退伝分化,系統的相互関係の解
明を行いつつある｡ '92年度は庄武がゲラダヒヒ
の調査時にエチオピア最高所に飼育されている家
苗の調査を行った｡
E)ドプネズミの集団遺伝学的研究
川本 芳
ドプネズミの野生集B]ならびにラットの実験室
系統の蛋白変異,ミトコンドリアDNA変異を検
索し,ペストアニマルとしてのドプネズミ,実験
動物化されたラットの退伝的特性を検討しつつあ
る｡
F)住血吸虫類の分子細胞退伝学的研究
平井啓久
YACクローニングは,今やゲノム解析にとっ
て必須とも云える.しかし,この方法でタロ-ニ
ングされたいわゆるYACプローブは,従来のFIS
H法ではマッピングできなかった｡そこで.今回
その改良を試み,新標識エソザイムの導入と.エ
タノール沈澱法の改良によって,成功を納めた｡
日本住血吸虫のキアズマ頻度が非常に低いこと
を発見したのでマンソン住血吸虫のそれと比較し
たところ,両者間で平均10個以上の相異が観察さ
れた｡さらに,このキアズマ頻度差が,種分化に
与える退伝的影響について分析中である｡
G)染色体進化理論に関わる分子細胞迫伝学的研
究
平井啓久
仁形成部位がなぜ必ずCJヾ ンドの近傍に存在す
るかを解明するため,オーストラリア産アリ (
Mynnecia)類の2n=2-32とドラステイクに染
色体数を変化させている種群をモデルとして,C-
バンドとrDNAの関係をFISH法を用いて分析し
た｡その結果,rDNAは祖染色体のC-バンド内に
局在し,その染色体の変化と共に変化することが
明らかになった｡
従来,ヒト第2染色体は,頬人投の2対の染色
体融合によって生じたと見なされている｡しかし,
C-バンド分析のデータ (文献的に)から,動原休
融合だけでは,ヒト第2染色体を理論的に説明で
きないことが推察される｡そこで,現在,ヒト.
チンパンジー,ゴリラ,オランウータンの染色体
を,FISH法,G-,C-バンド法を用いて分析し,
染色休進化理論をふまえて解析中である｡
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